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本稿は、1520年 6月に枢機卿ジュリオ・デ・メディチ（1478～ 1534）がアクイー ノ司教マリオ・マッフェイ（1463
～ 1537）へ送った 2通の書簡（フォルリ、市立図書館蔵 Forlì, Biblioteca comunale, Raccolta Pinacastelli, 
$XWRJUD¿, Giulio de’ Medici, Nos. 1-2）の翻訳と、その注釈である。












¿J ヴィッラ・マダマ、左廊南東側エクセドラ壁面（¿JE） ¿J マールテン・ファン・ヘームスケルク《ヴィッラ・マダマの景観》
16世紀後半、ペン、褐色インク、紙、136×211 mm、ベルリン
国立美術館　inv. 79D2, f. 24r.　 
¿J《象の泉》 ヴィッラ・マダマ 庭園 （¿J9,,H）
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